
農
曲
学
博
士

両‘

義

棉
萌
の
腐
敗
病
原

E
M
gユロ
g
菌
に
闘
す
る
研
究

第
三
報

東
亜
に
於
り
る
棉
花
の
病
害
防
除
に
関
す
る
研
究

一
、
健

二
、
供

一
一
一
、
形
節
約
笹
質

問

、

生

理

的

佐

賀
言

試

材

料

L 

他
国
養
基
の
穏
頒
と
菌
叢
の
設
育
拭
侃

2. 

路
線
の
生
育
、
ζ

悩
益
温
度

a. 
胞
子
形
成
と
峰
養
温
度

五
、
分
類
撃
的
考
察

て
緒

首

門

一
ハ
一
二
四
)

宮

脇

、
夫

雲

火、

1.‘ 
病
原
俊

欄
ず
る
貿
信

楠
聞
に
お
す
る
病
原
俊

2. 

楠
箇
に
射
す
る
殉
原
笹

& 

縞
馬
鹿
市
問
調
菌
、
と
の
民
般
研
究

-七

51 摘

要

用

文

献

回

阪

及

英

説

明

地
に
於

τも
之
が
栽
培
を
企
つ
る

時
局
下
吾
人
の
衣
料
費
源
の
確
保
と
い
ふ
鮎
か
ら
棉
の
栽
植
へ
の
注
意
を
惹
く
様
に
念
h
y
、
本
邦
内

者

術
調
の
腐
敗
翁
原
宮
督
ユ
耳
目
留
に
測
す
る
研
究

が
出
来
て
来
た
・
然
し
北
支
並
に
中
支
は
東
亜
共
祭
圏
内
に
於
け
る
綿
の
供
給
地
と
し
て
は
最
も
重
要

問
一
也

な
地
位
を
占
め
、
共
増
産
は
現
下
に



棉
闘
の
腐
般
病
原
型
M
Eユ
ロ
岡
田
薗
に
鳳
ず
る
研
究

四
一
八

於
け
る
最
も
重
要
友
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
ゐ
る
@

然
る
に
共
増
藍
を
阻
害
す
る
も
の
の
一
に
病
晶
筈
の
費
生
が
る
る
。
裁
に
筆
者
西
門
は
華
北
産
業
科
事
研
究
所
並
に
日
本
棉
花
栽
培
協
曾

の
委
蝿
を
受
け
て
、
昨
夏
北
中
支
に
出
張
し
親
し
く
共
現
況
を
観
察
調
査
す
る
の
機
を
得
た
@

一
般
に
棉
は
其
輩
葉
の
生
育
繁
茂
す
る
期
聞
に
ほ
特
に
注
意
す
べ
き
病
窓
口
の
建
生
の
少
な
い
の
が
常
で
あ
る
e

唯
北
支
に
は
非
常
友
平
魅

の
年
に
一
種
萎
調
病
の
費
生
を
見
る
事
は
tc
る
が
、
之
は
特
別
な
気
象
蹴
態
の
下
に
於
て
の
事
で
あ
る
。
夫
で
主
左
病
筈
は
共
費
芽
営
時
の
苗

の
時
代
と
、
萌
の
形
成
成
熟
す
る
時
と
に
費
生
し
、
各
種
の
病
害
が
屡
k

大
容
を
起
す
事
が
あ
る
。
著
者
の
北
中
支
へ
の
出
張
は
恰
か
も
萌

の
形
成
成
熟
期
で
あ
っ
た
の
で
萌
の
病
官
官
に
就
き
観
察
す
る
機
曾
が
多
か
っ
た
。
萌
の
病
害
の
中
で
は
、
表
直
病
苅
角
斑
病
並
に
司
E
R
E目

〆

岡
崎
菌
に
よ
る
腐
敗
病
が
最
も
主
た
る
物
で
、
そ
の
前
二
病
害
に
就
き
で
は
か
な
り
多
く
の
研
究
が
あ
り
或
る
程
度
判
明
し
て
居
る
。
フ
ザ
リ

ウ
ム
屠
菌
に
よ
る
棉
絢
腐
敗
も
種
K
報
告
さ
れ
て
居
る
が
匂
日
仲
F
S
h
N
O
m

巧

oago同・巴
hw吋
U

巧
色
Z
F
H
8
0
v
、
倫
疑
問
の
黙
が
少
く

な
い
。
そ
れ
で
筆
者
は
賞
品
の
許
可
を
得
て
被
害
棉
萌
・
乞
携
へ
踊
り
、
之
か
ら
分
離
し
た
菌
系
統
、
並
に
本
邦
内
地
産
の
同
属
菌
に
就
き
て

少
し
く
質
験
す
る
鹿
が
あ
っ
た
の
で
、
共
結
果
の
一
端
を
設
に
報
告
す
る
・

本
報
告
に
嘗
り
調
査
の
機
舎
を
興
へ
ら
れ
た
る
華
北
産
業
科
塾
研
究
所
秋
元
所
長
、
向
調
戸
病
晶
科
長
、
日
本
棉
花
栽
培
協

J

曾
植
場
理
事
、

京
都
帝
大
榎
本
教
授
、
華
中
棉
崖
改
造
曾
山
崎
参
事
、
小
林
技
術
部
長
、
中
川
技
師
共
他
現
地
機
闘
の
闘
係
各
位
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
・

ニ
、
供

試

材

科

本
質
験
に
供
用
し
た
菌
は
前
記
の
如
く
筆
者
が
昨
夏
北
、
中
支
で
採
集
し
た
被
害
棉
萌
、
並
に
倉
敷
市
附
近
或
は
山
陰
地
方
の
棉
作
地
で



• 

採
集
し
た
被
害
繭
か
ら
分
離
し
た
下
記
二
四
菌
株
の
フ
ザ
リ
ウ
ム
嵐
菌
で
あ
る
・
教
に
菌
株
と
い
ふ
の
は
草
花
由
来
を
異
に
す
る
即
ち
分
障

に
供
用
し
た
材
料
の
具
た
与
意
味
で
、
必
十
し
も
形
態
的
或
は
生
理
的
に
異
た
る
も
の
と
い
ふ
課
で
は
な
い
。
分
離
は
婆
芽
エ
キ
ス
寒
天

で
、
常
法
に
よ
り
流
し
込
み
届
平
培
養
で
皐
佃
胞
子
を
分
離
培
養
し
た
。
そ
れ
で
同
じ
材
料
で
異
た
る
胞
子
か
ら
の
菌
株
に
は

p
v
p
等

の
文
字
を
附
し
て
で
直
別
し
た
.

菌
七八九ニ

ニ

滅

菌

こ
=
一
滋
臨

貌貌減務貌m 続・抗

菌薗

六

誠

菌

七

滅

菌

八

裁

菌

一

滋

菌 抹

Hm料
探
築
地

探

集

日

時

箇

倉

、敷

昭
如
一
八
・

九
-
二
五
日

薗

柑

" h " N N 昭
和
一
八
・

九
三
ご
日

歯

" 

昭
和
一
八
・

八・

=δ
日

薗

" 

昭
和
-
八
・

九
-
一
ご
一
日

菌

h h 

昭
和
一
八
・

九
二
一
日

蕗

中

支

南

通

北市北

支 ‘支支

済南保

南京定

中

支

南

遁

島
縫
綴
荒
島

" " 

昭
和
一
八
・

九
・
二
九
日

昭
和
一
八
・

九
二
五
日

" 

楠
聞
の
脂
般
病
原

E
E
Z
F
薗
に
闘
す
る
研
究

" 

分

離

料

分

敵

時

事ま

日

昭
和
一
八
・

九
三
}
五
日

陸
地
綿
ス
ト
I

Y
ピ
ル
の
開

" 

在
来
繍
の
棉
繋

" 

陵
地
棉
ス
ト

t
y
ピ
ル
の
開

h 

陸
地
綿
カ
レ
ツ
ヂ
}
減
の
開

陵
地
欄
カ
レ
ツ
ヂ
日
践
の
開

陸
地
綿
カ
レ
ツ
ヂ
一
畿
の
開

" " 昭
和
一
八
二

0
・
一
五
日

陸
地
棉
の
楠
潔

" 

陸
地
摘
の
檎
努

" 

陸
地
棉
の
開

h 

陸
地
織
の
棉
禁

町

陸
地
備
の
開

昭
和
一
八
・

九
二
六
日

陸
地
楠
ミ
ス
デ
ル
の
嗣

" 

陸
地
摘
、
、
、
兵
デ
ル
の
棉
聾
掃

除
地
術
ミ
ス
ヂ
ル
の
棉
紫

揖

間
一
九



h 

" 

" 

h 

" 

繍
聞
の
腐
敗
病
原

E
E
M
g
薗
に
闘
す
る
研
究

同
二

O

ご

岡

崎

踊

磁

島
袋
町
胴
曲
尻
島

昭
和
一
八
・

九
-
一
五
日

昭
和
一
八
・

九
二
六
日

陸
地
情
ミ
ス
デ
ル
の
開

一
二
七
一
貌
薗

一
二
七
三
滅
菌

" 

昭
和
「
・
也
ヨ

昭
如
}
三
・
一
0
・
二
七
日

同

上

" 

墾

11 

昭
和
二
一
二

0
・ニ
九
日

" 

開

一
一
一
七
回
滋
箇

一
ご
七
五
滋
箇

" 

" 

" 

" 

綿
繋

豆
、
形

態

的

性

質

‘‘，， ‘.A
 

(
 
各
種
の
培
養
基
に
於
け
る
胞
子
形
成
紙
況

本
研
究
に
供
用
棉
萌
腐
敗
フ
ザ
リ
ウ
ム
岡
崎
は
其
菌
株
に
よ
り
て
形
成
胞
子
の
種
類
或

は
形
成
量
が
異
な
る
の
み
た
ら
や
、
培
養
基
の
種
類
に
よ
っ
て
も
共
形
成
に
差
異
が
あ
る
・
形
態
を
記
述
す
る
前
に
、
蒸
稲
葉
、
蒸
馬
鈴
薯
、

馬
鈴
薯
煎
什
寒
天
、
稲
藁
煎
汁
寒
天
、
並
に
萎
芽
ヱ
キ
ス
寒
天
の
五
種
の
筆
者
常
用
培
養
基
に
培
養
し
て
、
小
型
並
に
大
型
分
生
胞
子
及
び

厚
膜
胞
子
形
成
の
有
無
多
少
等
を
調
査
し
た
。
共
蝿
晴
氏
二
七
度
に
三
週
間
培
養
後
の
各
種
胞
子
形
成
量
は
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
・
後
越
の

貰
験
の
結
果
か
ら
、
供
試

E
E『
即
日
岡
岡
崎
菌
は
其
の
各
種
胞
子
の
形
態
で
大
凡
四
型
に
類
別
す
る
が
遁
首
と
思
は
れ
る
の
で
、
第
一
去
に
於

て
は
共
類
別
に
従
っ
て
供
用
菌
株
を
配
列
し
た
。

第
二
乳
の
結
果
に
依
れ
ば
J
培
養
基
の
種
類
で
多
少
の
差
は
b
る
が
供
試
培
養
基
五
種
を
通
じ
て
、
第
一
型
は
小
型
分
生
胞
子
の
形
成
が

塑
富
で
大
型
胞
子
の
形
成
が
全
く
無
い
か
又
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
が
、
第
二
型
で
は
大
型
胞
子
の
形
成
は
比
較
的
少
ゑ
か
っ
た
。
第
一
一
一
型

で
は
大
型
胞
子
の
形
成
は
極
め
て
堕
官
で
あ
る
が
小
型
胞
子
の
形
成
は
極
め
て
少
た
く
、
同
時
に
厚
膜
胞
子
の
形
成
が
精
々
多
い
の
が
目
立

勺
一
花
・
特
に
馬
鈴
薯
煎
品
川
寒
天
培
養
基
で
は
其
傾
向
が
著
し
か
っ
た
。
第
四
型
で
は
大
型
胞
子
及
び
厚
膜
胞
子
の
形
成
が
堕
富
で
あ
る
が
小



、

型
胞
子
の
形
成
は
認
め
得
た
か

っ
た
・

(2) 

馬
鈴
薯
寒
天
並
に
蒸
稲

藁
培
養
基
に
於
耽
る
分
生
胞
子

測
定

更
に
馬
鈴
薯
寒
天
並

に
蒸
稲
藁
培
養
基
に
各
菌
を
培

養
し
て
形
成
せ
る
犬
小
型
分
生

胞
子
を
其
隔
膜
敢
に
よ
り
類
別

し
、
測
定
し
た
結
果
は
第
二
及

第
三
表
の
如
く
で
あ
る
・
共
数

字
は
輝
氏
二
七
度
に
約
三
週
間

培
養
後
の
胞
子
に
就
き
測
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

• 
(3) 

燕
稲
葉
培
養
基
に
於
け

る
胞
子
形
成
献
況

は
之
を
蒸
稲
葉
培
養
基
上
に
培

本
島
菌

棉薪腐敗 Fusarium属菌の各種培養基上輔氏

27度に 3週間培養後l乞於ける胞子形成えた況

第 1表

大形分生胞子 厚膜胞子
菌型菌様

環|墾|馬|梧|姿 業|墾|馬|沼|姿|※灘i墾|馬|弱|褒

3 ffit 柵十 姻+ ffit ttf + 一 土 土 土 一 ー 土 一 ー
6 側t側+ $ ffit ttf 一 一 土 ー 一 一 ー 一 一 一

1273 ttf 9十 !IIt ttf ++ ー 一 一 一 土 ー 一 一 ー ー

2 ttf !IIt 制+ ffit ttf 一 -・d

一 ー ー ー ー 一 一 一
9 ffit !IIt船舶 !IItー ー 土 ー ー 一ー ー 一
13 ttf ttf 柵tI ffit ttfl-

1 ++ 一士一 -Iffit ffit ttf ttf 

12 ttf 一 ttflttf tt十!IIt 柵 ttf ttf 榊 一一

I 23 t+ 一 一 一 + 1II十 ttf 1II十 + H 一 ー 一 一 l 一
7 土 一 ttf 一 一 朴 1II十 ttf ー ー 土 ー ー

1275 H. 一 一 一 一 t+ tt十 1II十 ttf 一 一 一 一 ー ー

8 土 ー 土 一 一 ttf ttf !IIt ttf + ー 一 土 一 一
18 一 士 + 一 一 !IIt .倒 側tt+ + 一 一 土 一 一

E 21 一 ー ー ー 一 !IIt !IIt !IIt ttf ++ 一 ー 一 一 ー
22 一 一 士 ー 一 4骨t!IIt 柵 + + + ー 件 一 一
24 一 ー 土 一 ー !IIt 柵 !IIt !I骨 + 土 一 + 一 土

件I~並ltl;J_:I : j 21 ~ 1 二 I:I~I~

綿
開
の
腐
般
病
原
匂
固
臣
民
回
目
菌
に
闘
す
る
研
究

周

※(議〉は燕宿II倍益基、〈墾〉は様馬鈴薯墾、 (J馬〉は馬鈴薯胞汁琴天、

〈宿〉は期務煎汁望書天、〈袈〉褒穿エキス型建天。

備考
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第
2

表
棉
萌
腐
敗

F
u
s
a
r
i
u
m
菌

の
各

種
系

統
の

犬
小

型
分

生
胞

子
形

成
量

及
び

大
さ

C
{
)
 
蒸

宿
藁

活
養

基
上

に
錨

氏
zl

度、
20

日
間

活
養

菌
小

型
分

生
飽

子
大

型
分

生
飽

，
子

〈
大
手
ρ
〉

形
大

サ
CP)

E形F
 1.

隔
膜
胞

3.
隔

膜
也

子
Eゐ

隔
際

胞
子

成
稼

量
範

均
量

子
平
均

範
均

範
均

2
 
fl+ 

5.0- 1
3
x
2
.
5
-
3.8

 8.4
x
2.
8
 一

3
 
側十

5
 

.
 

.0
-
1
6
父
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8.
1
x
3.1

 +
 

9
 
f+ 

5.0"-:15 )( 
1.8ー

3
.8

8.2
x
2.
8

 ー

13 
骨*

5..o~
1
3
)
(

2.5
ー-3.8

9.5x2.9 
一

16 
a

 5..0-
1
6
 x
 1.8-5..0 

9.7x
3.8

 +
 

127.3 
fl+ 

5. .o
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1
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x
l
.
3
-
4.3
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一
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平
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掛

|
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.3-5.・.0

1
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|

1
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0
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f+ 
15.6

 x
 3.2 

24--
3
5
x
2.
ら
-5..0

28.
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培
養
後
の
分
生
胞
子
形
成
献
況
並
に
形
態
の
概
要
を
観
察
し
た
.
供
試
菌
の
分
生
胞
子
形
成
欣
況
師
ち
大
小
型
分
生
胞
子
の
形
成
の
有
無
、

或
は
小
型
胞
子
の
連
生
と
否
と
の
差
、
・
其
他
の
性
献
を
比
較
す
る
時
は
、
判
然
た
る
差
を
認
め
得
る
。
依
っ
て
之
に
従
ひ
各
菌
株
を
類
別
す

れ
ば
略
k

四
群
と
な
る
・
共
類
別
、
胞
子
形
成
棋
況
及
び
形
態
を
示
せ
ば
第
四
衰
の
如
く
で
あ
る
。

州
問
組
上
記
本
菌
の
形
態
的
研
究
の
結
果
で
は
形
態
上
回
型
に
類
別
し
得
る
様
で
あ
る
・
第
一
型
は
洋
梨
形
、
長
卵
形
、

或
は
長
楕
固
形
、
楕
図
形
等
の
小
型
分
生
胞
子
を
鎖
献
に
連
生
す
る
種
類
で
あ
る
@
此
型
に
は
第
二
競
〈
倉
敷
産
v

第
一
一
一
挽
〈
同
)
第
九
挽

括

(
同
〉
第
十
三
競
(
北
支
保
定
産
〉
第
十
六
披
(
中
支
南
京
産
V

等
の
各
菌
株
が
隷
属
し
て
居
る
。
第
二
型
は
小
型
分
生
胞
子
の
他
に
大
型
胞

予
を
形
峨
す
る
種
類
で
あ
る
・
此
型
に
は
第
一
披
(
倉
敷
産
)
第
十
二
蹴
ハ
中
支
南
通
産
)
第
一
一
一
一
一
蹴
〈
島
根
鵬
荒
島
村
産
)
が
属
す
る
・

第
三
型
は
小
型
分
生
胞
子
の
形
成
が
殆
ど
な
く
大
型
胞
子
と
尿
膜
胞
子
の
形
成
が
多
い
種
類
が
b
る
、
此
大
型
胞
子
は
先
端
尖
り
童
部
に
は

棉
輔
の
腐
敗
鋳
原
司
国
宮
崎
山
a日
靖
国
に
闘
す
る
研
安

四二一一一
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す
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あ
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楕
聞
の
腐
奴
鰐
原
一

P
2
2目
醤
に
隠
す
る
研
究

四一ユ
O

と
げ
、
菌
叢
は
極
め
て
滞
く
、
昼
中
薗
赫
の
分
量
も
少
た
か
っ
た
。
且
第
四
型
第
一
七
披
菌
株
の
答
申
菌
献
が
僅
か
に

MMa帽
包
ロ
E田
V
Z
R

に
着
色
し
た
以
外
、
全
く
着
色
b
z
見
な
か
っ
た
・
基
中
菌
献
で
は
唯
第
一
型
の
第
二
、
第
一
ニ
及
び
第
一
六
競
菌
株
が
僅
か
に
ヨ
ロ
R
2
5
官
喝

を

、

s
i
g
n
m
5
3
2君

主
着
色
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
・
稲
葉
汁
寒
天
で
比
百
綜
の
生
育
が
季
エ
キ
ス
よ
り
も
歩
っ

と
良
好
で
、
菌
叢
も
厚
く
、
基
中
菌
献
も
第
一
型
第
二
、
第
三
、
第
九
及
び
第
二
ハ
挽
菌
株
で
は
夫

k
u己
二
ロ
仏
回
目
宮

G
F
∞
宮
市
丘
。
-
2・

Q
m
R
唱巾
g
'
E
5
∞
EM♂
巴

白

Z
4
R
U一
司
唱
宅
等
に
着
色
し
、
第
四
型
の
第
デ
二
七
四
慌
菌
株
で
は
、
ロ
島
日
窓
口
W

に
着
色
し
た
。
然
し

其
他
で
は
、
着
色
を
見
な
か
っ
た
・
空
中
菌
訴
の
形
成
も
割
合
に
ゆ
な
く
殆
ん
ど
靖
色
せ
歩
、
唯
第
四
型
第
一
七
挽
菌
株
が

〉
話
回
目

M
5
2
5

に
着
色
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

之
に
劃
し
て
馬
鈴
薯
煎
汁
寒
天
で
は
菌
叢
の
殻
育
が
極
め
て
良
好
で
共
平
面
生
長
で
の
菌
叢
の
直
径
で
は
萎
芽
エ
キ
ス
寒
天
と
犬
遂
な
い

が
共
菌
叢
の
厚
さ
は
極
め
て
厚
く
、
空
中
薗
綿
の
形
成
も
極
め
て
・豊
富
で
あ
っ
た
。
共
空
中
薗
献
も
着
色
し
た
部
分
が
多
く
、
第
】
型
の
第

豆
、
第
九
、
第
一
三
及
び
第
一
、
六
暁
菌
株
で
は
時
』
月
間
岡
市
劃

noHUH
に
近
い
着
色
を
友
し
、
第
二
却
話
て
第
一
二
及
び
第
二
一
二
一
抗
菌
株
で
は

同

E
Z
E
n
o
-
a
或
は

ω加
E
B
B
-
o叫
に
、
第
一
二
型
の
第
八
、
第
一

A
‘
第
二
二
及
び
第
二
回
披
菌
株
で
は
、

n
B
E
E
R
又
は

H
Z
Z
E

円
。
戸
。
円
を
、
第
二
三
披
菌
株
で
は
、

mpHggnoHO叫
を
呈
し
た
。
基
中
菌
締
に
於
て
も
第
一
型
の
菌
株
は
着
色
が
無
か
っ
戸
が
、
第
二
型
の

第
一
抗
菌
株
は
。
ロ
4
m
g止
に
第
三
型
の
第
八
、
第
一
八
、
第
二
二
、
及
び
第
二
四
披
菌
株
で
は
、
。
ロ

S

E民
乃
至
。

B
S
E尽
に

着
色
し
た
。
之
を
要
す
る
に
馬
鈴
薯
寒
天
培
養
基
で
は
供
試
各
菌
株
は
遊
育
が
良
好
で
、
菌
議
も
夫
k

特
有
の
着
色
を
呈
し
た
。

更
に
長
期
間
に
亙
っ
て
培
養
を
績
け
る
と
菌
叢
の
直
径
は
増
大
す
る
が
、
昼
中
薗
赫
の
量
は
ま
程
調
唱
し
く
増
加
せ
歩
、
全
慢
の
色
調
は
浪

厚
と
た
り
且
暗
色
乞
帯
び
て
く
る
だ
け
な
あ
づ
た
。
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(2) 

菌
献
の
生
育
と
培
養
温
度

楠
盟
問
の
腐
敗
静
岡
厳
司

g
R
Z
B
薗
に
閥
ず
る
研
究

四
三
国
間

棉
萌
腐
敗
司
5
E
z
g
属
菌
第
一
型

第
一
一
ニ
及
び
第
一
六
棟
菌
株
、
第
二
型

第
一
二
及
び
第
二
三
披
菌
株
、
第
三
型

第
一
八
抗
、
第
四
型
第
一
七
蹴
の
各
菌

株
を
、
委
芽
エ
キ
ス
寒
天
v

稲
藁
煎
汁

寒
天
及
び
馬
鈴
議
寒
天
の
各
培
養
基
に

植
付
け
て
之
宣
揚
氏
一

O
乃
至
四

O
度

の
種
k

の
温
度
に
培
養
し
て
二
週
間
の

後
の
菌
叢
の
直
極
左
測
定
し
た
結
果
は

第
七
表
に
掲
げ
た
如
く
で
あ
る
・
第
七

衰
の
結
果
に
よ
る
と
培
養
基
の
種
類
に

よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
が
稲
襲
煎
汁

寒
天
、
馬
鈴
薯
煎
汁
寒
天
並
に
萎
芽
ヱ

A
f

ス
寒
天
の
何
れ
に
於
て
も
菌
叢
の
直

• 
、

棉商腐敗 Fusarium菌の分生胞子形成と

温度との関係 (2週間培養)

第7表

• 
大型分生也子 小型分生也子
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ー

抽
冊
聞
の
腐
敗
病
原
剛
JEE乱
回
目
砲
に
闘
す
る
研
境

問一一一五

径
は
供
試
各
菌
株
乞
通
じ
て
大
担
、
揺
氏
二
七
度
で
最
良
の
登
樽
同
宣
遂
げ
三
O
度
又
は
二
四
度
。
嚢
脊
が
之
に
失
て
と
い
ふ
結
巣
に
な
っ
て

ゐ
る
・
高
叢
費
育
の
最
低
温
度
は
第
三
及
び
第
四
型
は
揺
氏
一

O
度
附
近
で
第
一
及
び
第
二
型
は
一

o
f
一
五
度
の
聞
の
如
〈
、
最
高
は
第

て
第
一
一
一
、
第
四
型
は
四
O
度
に
近
く
第
二
型
は
之
よ
り
も
多
少
低
い
様
で
あ
っ
た
.

更
に
棉
萌
腐
敗
問

E
E
C自
菌
の
空
中
薗
綿
。
形
成
と
培
養
温
度
と
の
関
係
は
第
七
表
の
如
く
で
其
形
成
量
或
は
着
色
は
温
度
に
よ
る
影

響
が
少

ω様
で
あ
っ
た
。

(3) 

胞
子
形
成
と
培
養
温
度

棉
繭
腐
敗
司
S
E
g
g
菌
の
大
型
並
に
小
型
分
生
胞
子
形
成
と
培
養
温
度
と
の
聞
係
は
第
七
表
の
如
く
で
其
菌
叢
の
蛮
有
限
界
に
近
い
温

度
で
無
い
限
hv
大
小
分
生
胞
子
の
形
成
に
は
温
度
は
著
大
な
影
響
を
表
は
さ
た
か
っ
た
。

玉
、
分

類

串

的

考

寮

上
越
の
棉
繭
日
惜
敗
同

E
E
E
菌
は
其
形
態
上
か
ら
四
型
に
類
別
出
来
る
が
、
叉
、
生
理
的
性
質
に
於
て
も
此
の
類
制
が
略
々
一
語
切
で
あ

る
事
を
示
し
て
居
る
様
で
あ
る
。
夫
故
此
等
の
菌
の
分
類
所
属
に
つ
き
考
察
し
て
見
た
い
。

第
一
型
の
菌
株
は
小
型
分
生
胞
子
の
み
で
、
大
型
胞
子
は
極
め
-て
稀
で
あ
り
、
厚
膜
胞
子
の
形
成
も
見
た
い
.
其
小
型
胞
子
は
単
胞
、
卵

形
、
楕
悶
形
、
紡
錘
形
等
で
鎖
献
に
連
生
す
る
性
質
か
ら
巧
。

F
望
者
向
園
田
〈
一
4
3
さ
氏
に
従
へ
ば
に
彩
色
脚
群
に
諸
島
す
ベ
を
物
で
あ
る
。

大
型
分
生
胞
子
の
形
成
の
稀
な
震
に
確
賓
に
は
決
定
し
難
い
が

L

司・

3
e
a句
。

3
2
5・
又
は
其
類
似
の
菌
で
る
る
事
は
確
か
で
あ
る
.



L

司・

5
a
h
h
$
3
s
ω
目

gえ
き
四
)
に
入
る
べ
き
物
で
あ
る
・
夫
故
本
報
告
に
は
此
名
補
を
以
て
報
告
す
る
。

45FEd-再
開
自
民
は

h岡

栂
聞
の
腐
般
病
原

E
E
E
B
留
に
闘
す
る
研
究

阿一一-六

共
故
』

q-ss.-q-3両
∞
回
国
E
Z
2
8四
〉
の
名
補
佐
却
用
し
て
た
く
・

第
二
型
の
菌
は
小
型
分
生
胞
子
を
連
生
す
る
事
が
多
く
‘
又
大
型
分
生
胞
子
を
も
生
守
る
e

此
小
型
胞
子
は
第
一
型
と
同
形
で
、
大
型
胞
子

は
薄
膜
で
中
央
部
は
殆
ん
ど
直
径
先
端
に
向
ひ
細
ま
り
僅
か
に
轡
曲
し
基
部
は
脚
胞
を
有
す
る
融
か
ら
、
此
型
も
亦
己
紹
O
H
伊
群
に
隷
属
し

な
ぎ
宮
崎
〉
員
会
九
一
一
八
〉
及
び
』
町
-
Z
5
S誌
の
岡
田
5
5
竺

42-一)
胃
・
を
該
菌
の
異
名
さ
し
て
居
る
。
棉
萌
を
侵
害
す
る
司
-
g
g
E同
O
B骨

同
就
い
て
は
当
2
0
5ス一九一
一ぎ
毛
色
阿
富
士
・
吉
右
〉
共
他
の
報
告
が
る
り
、
該
菌
は
棉
苗

ρ
萎
凋
に
も
闘
係
が
あ
る
・

第
三
型
菌
は
小
型
分
生
胞
子
の
形
成
少
な
く
或
は
完
く
無
く
、
大
型
胞
子
は
薄
膜
紡
錘
乃
至
鎌
棋
で
脚
胞
の
存
す
る
事
等
か
ら
当
。

E
Z・

4

諸
国
回
目
《
一
色
一
五
)
氏
の
例
目
指
白
岡
群
に
入
る
べ
き
物
で
あ
る
・
更
に
胞
子
は

ω目勺】X
内島肖。

a仏

R
E色
に
形
成
せ
ら
れ
胞
子
は
幅
の
比
較
的
庚
い
事

等

。

2羽3回与宮ii
噌宮

33
。g3i
ヨ23M
旨
目
豆
喜
群
に
詰
相
賞
宅
し
菌
裏
叢
の
皇
着
色
集
共
他
宮0
世
替
質
か

2ら
.
句?.-@白

せ
ら
れ
る
.
』
司
・

2
号
、
S
H
a
s
菌
は
北
米
等
で
棉
の
立
枯
病
菌
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
培
養
は
芳
香
を
殻
ず
る
性
が
あ
る
・
筆
者
の
菌

は
芳
香
を
費
L
た
い
か
ら
暫
く
L

司
-eE《
骨
骨
言
ヨ
〉
目
・
同
・
同
委
F
の
名
で
扱
っ
て
行
き
た
い
。
該
菌
に
は
、

442旨
司
盟
国
(
一
告
さ
氏
は
、

』司
-
e
a崎
町
弐
骨
骨
き
ヨ
〉
旨
・

e-
岳
山
も

a
q
S
F
gス
一
生
一
g
h
-
e
s
.語、尽き
a
〉
自
・
。
・
宮
内
向
白
書
官
ヨ
巧
F

を
異
名
と
し
芯
扱
っ
て
居
る
。

設
菌
は
棉
萌
の
病
菌
と
し
て
よ
り
も
棉
萎
凋
病
商
と
し
て
の
研
究
さ
れ
て
居
る
・

(
Z
色
-
S
M
O
u
m
gロ
S
M
0・
邑
呂
町
其
他
V

更
に
第
四
型
菌
は
小
型
分
生
胞
子
を
生
じ
な
い
で
、
大
型
分
生
胞
子
が
南
端
細
長
く
伸
長
漸
尖
し
双
曲
練
欣

ρ聾
曲
を
し
て
ゐ
る
賦
及
厚

膜
胞
子
白
形
成
が
豊
富
で
分
生
胞
子
の
中
央
細
胞
も
容
易
に
厚
膜
胞
子
に
化
す
る
酷
か
ら
の

F
g
z
a
群
に
属
し

M-a噛・3.F民
自
吋
国
・
2

~rE司
会
議
〉
'
で
る
る
と
考
へ
て
差
支
た
い
様
で
る
る
。
高

2
8
2
g氏
は

h-b48S3Z-
え

S
、UM--qge3S.-



。g-e・
ぎ
を
さ
さ

p
n
p
u
』町・忌

g吉
宮
ヨ
(
吋
国
由
民

-vra-
主
主
主
a
i
s
-
3き
5

2
言-一

2
3
z
a
a
a
s
E
3
Z

P
E
E
L司
5
3
.
5
3
2
S
F
戸、
.shaasι1hhV2・
等
を
誇
菌
の
異
名
と
し
て
居
る
。

穴
、
病
原
性
侃
闘
す
志
賀
臆

〈

l
v

棉
萌
に
封
す
る
病
原
性

《イ
v
・昭
和
一
七
年
の
結
果

上
記
棉
萌
腐
敗
部
か
ら
分
離
し
た
各
種
の
型
の
菌
株
の
棉
萌
に
劃
す
る
病
原
性
を
明
か
に
す
る
篤
に
、

接
種
試
験
を
行
っ
た
a

稲
藁
煎
汁
寒
天
培
養
基
に
漉
氏
二
七
度
で
約
七
日
間
培
養
し
て
形
成
せ
し
め
た
分
生
胞
子
を
殺
菌
燕
溜
水
中
に
集
め

て
胞
子
浮
埠
液
を
作
り
之
b
L
棉
萌
に
注
入
接
種
し
光
。
供
試
棉
萌
は
圃
場
に
栽
培
し
た
棉
に
出
来
た
も
の
で
成
熟
に
近
づ
き
数
日
後
に
は
開

蕪
せ
ん
と
す
る
も
の
を
選
ん
で
、
共
接
種
部
を
酒
精
で
表
面
消
毒
し
、
之
に
前
記
分
生
胞
子
浮
俳
液
を

0
・
五
粍
宛
を
注
射
針
で
注
入
接
種

し
た
・
接
種
後
は
バ
ラ
フ

4
ン
統
製
の
袋
b
L
被
ぷ
せ
、
ニ

O
l二
五
日
後
に
紙
袋
を
除
き
縦
病
の
有
無
を
肉
眼
或
は
顕
微
鏡
で
検
査
し
た
.

其
結
果
は
第
八
表
の
如
く
で
あ
。る。

上
記
。
結
呆
で
は
』
司

saasasshh$3s
に
属
す
る
一
一
一
七
一
及
び
一
二
七
三
一
抗
菌
株
は
』
司
・

eaaミ
骨
骨
皆
吉
或
は
』
司

-
E『
3.
に
属

す
る
・
一
二
七
五
或
は
一
二
七
四
競
菌
株
に
比
し
て
病
原
性
の
強
大
で
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
た
・
之
は
前
記
棉
苗
に
封
す
る
接
種
の
結
果
と
同

様
で
-b
る
。
』
可

-ea辺
、
骨
耐
震
遣
は
』

q-a『3.
菌
よ
り
も
多
少
強
い
様
で
あ
る
が
判
然
し
た
い
e

棉
の
品
種
の
闘
係
で
は
亙
細
亜
棉
で
あ
る
在

来
棉
が
陸
地
棉
或
は
共
か
ら
選
出
さ
れ
た
が
九
ツ
ヂ
一
続
、
山
東
ト
ラ
イ
ス
、
デ
ル
ホ
ス
或
は
闘
農
一
蹴
等
の
品
種
ど
り
も
感
染
歩
合
が
著

し
く
少
な
い
と
言
ふ
結
果
に
な
っ
た
・
但
し
』
司
ま
白
『
な
若
宮
崎
恥
《
a
E
3
句
第
二
回
賓
験
の
結
果
だ
け
は
例
外
的
に
其
逝
の
結
果
を
示
し
た
・

曲
間
観
の
腐
般
病
原
匂
図
書
民
国
自
粛
に
閲
す
る
研
究

問一一一七



抽
冊
開
の
腐
敗
病
原
吋
図
書
岡
山
居
間
酋
に
関
す
る
研
究

昭
和
一
八
年
の
結
果

昭
和
一
七
年

(ロ
V

に
施
行
し
た
棉
萌
へ
の
接
種
試
験
と
同
様
の
方
法

で
共
後
分
離
L
た
棉
萌
腐
敗
H
1
5
H
H
M
回
目
菌
の
多

数
の
菌
株
に
就
き
て
接
輝
試
験
を
行
ひ
、
各
菌
株

の
病
原
性
を
調
査
し
た
.
共
第
一
回
賓
験
は
昭
布

一
八
年
九
月
三
一

O
臼
に
闘
農
一
一
概
を
、
第
二
回
は

カ
レ
ツ
ヂ
一
披
を
供
用
し
一

O
月
一
三
日
に
夫
k

接
話
し
、
各
菌
株
に
劃
し
て
七

l
八
簡
の
萌
左
用

ひ
た
.
向
標
準
直
は
殺
菌
水
を
註
入
し
た
・
賓
験

結
果
は
第
九
表
の
如
て
で
、
幌
病
の
程
度
を
+
を

以
て
表
し
、
幽
怖
は
萌
及
び
棉
梨
は
全
く
便
さ
れ
て

聾
色
し
、
分
生
胞
子
を
多
数
形
成
し
て
居
る
も
の

で
、
・
rは
萌
の
一
部
が
聾
色
或
は
分
生
胞
子
の
形

成
を
認
む
る
も
の
で
軽
度
の
幌
病
を
表
す
。
窮
民

第
二
聞
は
共
の
組
度
近
示
す
も
の
で
あ
る
・

第
九
表
に
よ
る
と
昭
和
一
八
年
に
施
行
し
た
棉

棉萌腐敗フザリウム菌の椛萌への接種試験(昭和17年〉第8表

昭和 17.10. 5日接語10.26日調査

F. monilijarme F.鴨肌'f'l角f相同 F.8cIlが F. fJlUiη'elt'包慨

供試品種
1271 b. 1273 b. 1274 a. 1275 c. 

x2: 3 67 '‘ '‘ 
%1 

在 5終 綿 0: 5 。。:4 。。:3 0-1 

カレヲヂ-M 2:2 1∞ 2:4 回 1:2 回 2: 3 67 

山東トライス 2:2 l∞ 5: 8 63 3:3 前.7 3: 3 1∞ 
デルホス 1 : 4 25 3:3 1∞ 3:3 1∞ 3; 4 75 

閥箆 - ~ 2:2 1∞ 2:2 1∞ 。:3 。 0:3 。
卒 48.4 

音声一回

' 

同

5
八

同 11.15日調査

F. m.oniliforrM F. monilif orm，e F.IIC句t F.叩oi，ゾdctum σ'olIeto・
tべc/lum

供試品種
1271 b. l275 c. 5 a 1273 b. 1274 a. 

笥特
，. 

'‘ 
.. -る

在 5民 楠 ><1 : 4 2:3 67 。:3 。2:3 67 2:4 日

カレツヂ一望書 3:4 75 5:6 回 1:5 20 1 ~ 3 お 4: 4 1∞ 
デルホス 3: 4 75 4: 4 1∞ 1 : 4 25 1 ; 4 25 4: 4 1∞ 
zp 回.31

備考

昭和 17.10.29日祭寵

X印は感染敏:接種敏で%は感染歩合である。

. ~ 

第二回



萌
へ
の
接
種
試
験
の
結
果

は
同
一
菌
群
に
岡
崎
す
る
菌

株
で
も
其
病
原
性
に
著
し

い
差
は
あ
る
が
金
慢
と
し

て
見
る
時
は
昭
和
一
七
年

の
夫
と
殆
ん
ど
差
が
無
い

と
言
へ
る
。
印
ち

L
司

g
a・

を
ヨ
ミ
受
は
一

ooun

感
染
し
病
原
性
が
大
き
く

去
は
れ
で
居
る
が
、
唯
一

他菌
で 株
はの
、結

32 
きえ
3.此

菌
群
の
第
一
型
は
病
原

性
が
犬
で
第
二
型
之
に
弐

ぎ
』
司

-eaミ
ミ
5
の
第

型
は
感
染
歩
合
が
低
か

棉
輔
の
鷹
般
街
原

M4csa園
田
箇
に
鱒
す
る
研
究

四
三
九

相.繭寓敗フザリウム菌類の相.萌への接種の結果(昭和18年)

J 

第一回問〈鵬ー貌~I策二回聞くカレツヂ-I!)

施 額 菌様

歩合|間歩合|悦歩合|混凌歩合|程度

2 25 土 75 ++ 29 + 43 + 
3 1∞ Ht 1∞ l1li 1∞ 側t 1∞ 制勝 ・. 
9 2o + 75 + 43 ++ ffl + 

F.剛 nil拘・制 13 1∞ 側 1∞ 側 1∞ !I時 1∞ 舟
16 1∞ Ht 1∞ 1I骨 1∞ 側十 1∞ 柵fI 

平均I70.0 I |ω01 ， 74.41 |ω01 

1 13 土 50 .+ 14 土 却 + 
]2 1∞ 働 1∞ 側骨 1∞ 働 1∞ 11骨

" 23・ 25 土 63 ++ 。 43 + 
. 卒均|総01 I 37.71 |施。| I 57.31 

8 回 + 日 + 14 土 29 + 
18 1∞ 側t 1α3 柵+ 1∞ 制骨 1∞ 事量
21 43 + f1l + 43 ++ 71 ++ 

F. 鴫威~n}叫惜民 22 38 + 回 f+ 29 + fll. H 

24 ]3 土 25 + 。 14 土

7 81 + 75 ++ 1∞ H 43 + 
卒向 1 47.71 • |回31

F.闘が I 17 1 回I+ I 1∞|柵|部|付 I1∞|榊
援 調匝 直 13 

土直上

第9表



った。

栂
醗
の
腐
般
病
原

E
E払ロ
B
歯
固
に
闘
す
る
研
究

周
囲

O

《

2
v

。。。。。。。。。

棉
首
に
劃
す
る
病
原
性

(イ
V

土
壌
接
種
試
験
・

宛
入
れ
た
物
に
本
菌
の

純
梓
培
養
を
移
植
し
、

揺
氏
二
五

l
二
七
度
の

ト

皿
分
宛
をと

第10表棉苗への土壌接種試験結果

定
湿
器
で
約
一
五
日
間

菌培
締養
のし
蔓た
延・
し新
た‘く
栢し
藁て

を
、
殺
菌
土
壌
を
満
し

た
極
四
寸
の
素
焼
鉢
に

土
壌
表
屠
約
三
糎
の
部

A
N
に
よ
く
混
和
し
病
菌

の
土
壌
接
種
を
し
た
・

本
質
験
に
供
用
の
種
子

強
め
稲
葉
を
長
さ
約
ご
粍
虻
細
到
L
た
も
の
に
趨
常
の
水
を
興
へ
、
之
を
径
八
糎
わ
ベ
ト
リ
l
血
に
二
五
瓦

土思接種第一、第二宵駿に於ける鍵箇歩合

寅騒音事一 質 E章第二
認 領 系統

時|在来楠|平均 棚函|乾燥臨|平均
2 63.3 回.7 回~5 73.4 66.7 70.1 

3 56.1 回.0 包 1 73:4 73.3 73.4 

F醐 ri酬 9 68.6 62.5 40.6 お.3 12.5 22.9 

附叫U伊側 13 62.3 43.8 53.1 70.0 60.0 65.0 

16 81.2 75.0 78.1 46.7 76.7 61.7 

1273 87.5 81.3 84.4 一 一

卒均|州位61前 71日4157.81国 6

1 75.0 8&0 加.0 86.6 43.3 65.0 

12 75.0 87.5 81.3 73.3 70.9 n7 

" 23 .94.0 90.0 92.0 70.0 加.0 75.0 

平均|叫6'7.5[川河6

8 1CO.0 I .94.0 'i!1.0 93.2 田1.0.91.6 

18 94.0 94.0 94.0 1∞.0 90.0 95.0 

F叫町rium 21 87.5 94.0 90.8 93.4 86.7 90.1 

糊 'inj町加市 包 81.0 94.0 87.5 90.0 86.7 回.4

24 94.0 94.3 94.2 96.7 釦.0 8a4 

平均[91.31倒 1I a.71 94.71邸.7190.7 

r日ナl…河.01 - 1 8D.9 1 80.0 

|叫I76.71 78.4 [ 77.6 

f 



抗
作
用
に
よ
り
他
菌
の
侵
害
乞
菟
れ
、
健
苗
歩
合
の
増
し
た
も
の
と
推
察
せ
ら
れ
る
。

第
四
型
、
白
ち
』
司

-
E『
祉
型
の
一
七
披
及
一
二
七
四
抽
抗
菌
株
で
は
、
健
苗
歩
合
は
閥
農
一
一
抗
で
七
五
・
o
d
w
.
在
来
棉
で
八
四
・
四
%
で

術
開
の
腐
敗
筒
原

E
E
E
E
蘭
に
闘
す
る
研
究

同
闘

は
脇
農
一
挽
及
倉
敷
在
来
棉
で
之
を
混
硫
酸
で
鹿
理
し
地
毛
を
去
り
た
る
後
、
更
に
千
倍
の
昇
京
水
で
充
分
表
面
消
毒
し
水
洗
の
後
、
之
を

一
一
鉢
に
八
粒
宛
蒔
付
け
た
。
各
供
試
菌
系
統
に
つ
い
て
開
農
一
蹴
及
在
来
雨
種
共
二
鉢
宛
乞
用
ひ
た
。
播
種
後
充
八
矧
瀧
水
し
光
鯨
の
射
入
す

る
大
型
の
-恒
湿
器
に
入
れ
、
揺
比
二
五

l
二
七
度
に
保
フ
た
・
共
結
果
は
第
一
O
衰
の
如
く
で
あ
る
・

本
質
験
の
結
果
で
は
L
司

-gs.hqs誌
に
属
す
べ
き
、
第
一
型
に
於
宅
は
、
共
働
荷
歩
合
は
供
試
四
群
中
最
低
で
従
っ
て
、
病
原
性
は

最
も
犬
な
る
事
を
示
し
た
。
叉
、
在
来
棉
が
開
農
一
一
概
よ
り
も
擢
病
の
多
い
と
い
ふ
結
果
に
な
っ
て
居
る
。
此
内
で
は
雨
品
種
、
殊
に
在
来

棉
に
封
し
て
大
き
な
病
原
性
を
示
し
た
の
は
第
一
ニ
及
一
三
抗
菌
株
で
、
二
及
九
披
菌
株
は
之
に
弐
ぎ
、
二
ハ
及
一
二
七
三
観
菌
株
は
弱
か
っ

一
三
抗
菌
株
の
闘
農
一
蹴
に
於
け
る
僧
首
歩
合
は
六

0
・九

i
六
八
・
λ
d
n
で
平
均
六
三
・
七
d
n
、
同
在
来
棉
に
は

た
。
共
第
二
、
一
ニ
、
九
、

五一二・

-
l六
五
・
七
必
ぺ

平
均
六

0
・
O
M
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
此
群
の
菌
株
に
は
在
来
棉
は
闘
農
一
蹴
よ
り
も
根
病
ム
易
M
傾
向
を
示

し
た
・
第
二
型
に
園
局
す
る
第
一
、

一
二
蹴
の
如
き
菌
株
を
接
種
し
た
場
合
で
は
、
共
健
全
歩
合
は
、
開
農
一
一
概
音
、
雨
菌
株
共
七
五
dw、
在

来
棉
で
八

0
6
1八一・一一一
d
n
で
平
均
八
六

μ、
此
方
で
は
在
来
棉
が
梢
々
強
か
っ
た
。

一
八
、
二
て
二
二
、
二
四
、
及
一
二
七
五
競
菌
株
接
種
直
で
は
共
健
首
歩
合
が
可

戎
t乙
』

q
-
e
E
J
E
E
S
と
推
定
せ
ら
れ
る
第
八
、

た
り
に
高
く
、
閥
農
一
一
抗
で
八
一

l
一
O
O
%
、
平
均
九
」
・
七
%
、
在
来
棉
で
九
三
・
八

l
九
四
・
一
%
平
均
九
一
ニ
・
九
%
を
示
し
、
此
群
の

菌
は
本
試
験
の
如
き
接
誼
の
方
法
で
は
、
殆
ん
ど
病
原
性
を
表
さ
友
か
っ
た
。
該
菌
群
接
種
の
棉
苗
の
健
苗
歩
合
が
比
較
用
無
接
種
匿
の
健

高
歩
合
人
時
々
八
五
d
と
よ
り
も
遁
に
大
で
九
二

T
四
d
w
k
示
し
た
事
は
設
明
に
苦
し
む
所
で
あ
る
が
、
之
は
該
菌
を
接
種
し
た
鵡
に
、
括



摘
輔
の
腐
般
病
原
吋
d
書
江
g
B
菌
に
腐
す
る
研
究

四
阿

共
病
原
性
は
第
一
型
に
次
い
で
強
か
っ
た
・

《

ロ

)

土
壌
の
乾
・
械
と
棉
苗
へ
の
病
原
性

供
試
菌
の
培
養
、
植
木
鉢
の
準
備
、
接
種
の
方
法
等
は
略
k

第
一
回
賓
験
同
様
で
、
本
回

一
供
試
菌
株
に
封
し
て
四
鉢
宛
を
使
用
し
た
・
内
二
簡
は
充
分
漉
水
し
、

他
の
二
簡
は
日
々
五

O
姥
宛
を
擢
水
し
、
梢
k

乾
燥
に
失
ず
る
様
に
し
た
。
叉
同
時
に
無
接
種
の
土
壌
に
も
播
種
し
た
.

は
閥
農
一
挽
の
み
を
供
用
、
各
植
木
鉢
に
一
五
粒
宛
b
L
時
付
け
、

昭
和
一
八
年
三
月
二
五
日
に
蒔
付
け
て
、

一
O
日
聞
は
恒
温
接
種
箱
必
た
き
、
後
恒
温
器
か
ら
取
出
し
大
集
中
に
三
日
間
保
っ
た
・
此
問

の
気
温
は
最
低
0
・
八
度
、
最
高
二
ハ
度
、
平
均
一

0
・
一
二
度
で
あ
っ
た
。
後
、
再
び
恒
湿
器
に
保
っ
て
か
ら
、
抜
き
取
り
根
部
乞
清
洗
し

て
、
根
部
に
於
け
る
被
害
の
紙
況
を
細
検
し
た
・
棉
苗
の
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
に
よ
る
被
害
は
、
地
上
部
の
萎
凋
枯
死
す
る
程
度
の
物
は
判
然
す

る
が
~
其
以
下
の
物
は
主
根
又
は
側
根
が
僅
か
に
襲
色
ず
る
程
度
で
、
被
害
程
度
の
判
定
が
困
難
で
あ
る
が
、
被
害
蛍
重
、
中
、
輔
の
一
一
一
段

に
分
っ
て
記
録
し
た
・
其
結
果
は
第
一
一
及
び
一
ご
表
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
一
及
び
一
二
去
の
結
果
で
は
供
試
菌
の
病
原
性
は
菌
株
に
依
り
て
異
つ
℃
居
る
が
乾
燥
直
並
に
低
調
多
漁
島
理
阪
bz
通
巳
て

』司

-ss.hqs話
第
一
型
は
病
原
性
強
ス
健
苗
歩
合
同
最
も
少
く
、
之
に
次
い
で
』
町
・

5.弓
町
第
四
型
、

同

-
e
a
a唱え
-
S
E
S
第
三
型
の
順
に
た

っ
て
ゐ
る
。
更
に
又
上
記
聞
型
を
通
じ
て
低
温
多
棋
島
理
一
院
で
は
乾
燥
直
に
比
し
て
健
苗
歩
合
が
著
し
く
少
ゑ
か
っ
た
。

《

h
v

土
壌
温
度
並
に
漁
・
民
と
棉
苗
へ
の
病
原
性

前
項
の
貰
験
に
於
て
棉
苗
立
枯
病
の
護
生
と
土
壌
渦
度
と
の
閥
係
を
橡
備
的
に
試

臆
し
た
が
、
更
に
漁
度
並
に
温
度
と
の
閥
係
を
恒
温
土
壊
水
槽
内
の
航
木
鉢
で
試
験
し
た
。
其
植
木
鉢
は
ト
グ
シ
製
で
径
一
セ
糎
、
深
さ
ニ

一
糎
で
之
に
壊
土
生
充
し
た
。
其
温
度
は
二
一
二
、
二
七
、
一
ニ
O
、
一
二
三
及
び
三
八
度
と
し
た
。
土
壌
禍
度
は
飽
水
量
の
約
一
五
・
一
ニ

0
・六

O

係
と
し
日
々
植
木
鉢
の
金
重
量
を
測
定
し
て
蒸
費
水
量
を
追
加
し
て
行
っ
た
。
供
用
棉
種
子
は
第
一
回
賓
験
に
は
在
来
棉
を
、
第
二
回
賓
験



棉首I'C.~討する土壇接種試験結果第11表

-F 

昭和18年 3用25日時付

頴系統
多 溺 恩 |乾燥 直積

溌 営健|宮司監箇|歩合|星雲護選i震穿Ilml歩合|豊富健合平歩均

2 30 m 22 73.4 + 回29 20 66.7 tft 70.1 

3 泊 30 n 73.4 ++ 30 お 包 73.3 + 73.4 
F制 ar匂m 9 30 羽 10 お.3 tft 30 28 10 12.5 t+ 22.9 

monilirorme 13 30 28 21 70.0 ++ 30 'l1 18 60.0 ++ 65.0 

16 却 29 14 46.7 ++ 30 29 お 76.7 + 61.7 

|叫利回41 11411鉛|鴎81

1 30 30 26 86.6 +す 30 18 13 43.3 + 65.0 

， 12 30 29 22 73.3 ++ 30 27 18 60.0 ++ 71.7 

" お 30 沼 21 7αo tft 30 27 24 加.0 + 75.0 

1871ω1 76.61 1721日 161.1 I 
8 回却 28 む2 一 30 27 27 90.0 土 92.6 

18 加 30 却 1∞.0 一 30 28 27 釦.0 + 25.0 

21 加 27 22 73.4 ++ 30 28 26 86.7 + 81.0 
F也 凪rium n 部 30 27 90.0 + 30 27 26 飴.7 + e8.4 
倒的:fut'l!m

24 却 96.7 一 30 品 24 80.0 + 回.4
1275 回26 26 部.7 一 30 28 28 回.3 一 回.0

|判叫田01 1
164

1判州
17 

泊四1231町 1+ I却1312!z|:!zFu餌 rium
1274 

亀凪でF‘
河 7! |勾 135178.4] 79.2 

第一回賓験土置の乾穏と感染との関係

ー--術
商
の
串
晴
樹
凧
病
鼠
吋
ロ
酔
包
回
目
薗
に
闘
す
る
研
究

た
は
ス
ト
シ
ゼ
ル
四
B

で
、
之
を
硫
酸
鹿
理
に

よ
っ
て
脆
毛
し
後
語
氏

五
五
度
の
温
湯
で
こ
O

分
間
消
毒
し
た
。
之
b
E

費
芽
瓜
に
蒔
付
け
て
催

芽
せ
し
め
僅
か
に
強
芽

し
た
種
子
を
上
記
植
木

鉢
に
一
一
鉢
一
コ

.l
一
四

粒
宛
時
付
け
た
・
此
の

植
木
鉢
の
土
壌
に
は
、

強
め

L
司
・

5shhS3帽

第
九
続
菌
株
b
z
培
養
し

た
蒸
稲
葉
の
細
制
し
た

物
b
L
添
加
接
極
し
た
・

其
結
果
は
第
一
↑
ニ
表

四
四
三



第四表 棉首に封ずる土婆接種試験結果

土置の乾I.Aと感染との関係

第二回賓駿 昭和18年 5周15日-6周11日

但し多穣低温慮理匝は5月28日に温室外に出し、 2日間低温lI.理を施行した。

供試補品積閥慶一貌 供試粒敏?底ー鉢15粒

補
問
の
腐
般
病
原

P
を
g
g
薗
に
闘
す
る
研
究

多 請書 匝 乾 保 底
麗 額 系統

豊富1=~I=ji!j 1 歩合|豊富 宮EFig菌|歩合l豊富
2 15 12 10 前.7 + 15 13 11 即.0 'H 

3 15 14 9 60.0 ++ 15 14 2 13.3 tft 
Fu凪 rium 9 15 11 4 26.7 榊 15 15 3 20.0 tft 
_i1iforme 13 15 14 5 部.3 ++ 15 14 11 73.3 土

1273 15 15 11 73.3 + 15 14 13 86.7 土

|田 1391 52.0 1 I 70 I初 I54.71 
t 1 15 15 15 1∞.0 一 15 14 11 73.3 + 

" 12 15 14 9 .印.0 ++ 15 14 9 印.0 件

" 23 15 14 8 回.3 ++ 15 15 12 卸.0 + 
7 8 匂.3 + 15 14 10 66.7 + 

I 66.71 |回81

8 15 14 I 14 93.3 一 15 13 11 73.3 + 
18 15 13 9 60.0 ++ 15 15 16 100.0 一

F'Il'即色'm 21 16 16 12 80.0 f+ 15 13 11 73.3 土:

欄 iザ 剛m 包 15 14 14 93.3 一 15 14 12 卸.0 + 
24 15 12 9 60.0 + 15 15 13 86.7 H 

ユ275 15 15 1 6.7 榊 15 14 12 80.0 ++ 

|田61 r 15 I |田21

17115|叩I:.~ I“I1115 
++ 

}i'u崎市川 1274 I 15 I 14 I 14 I 93.3 I -I 15 I 13 12 郎 O

副2ηn

|鉛 1181凪 01 1 28 1 20 I 66.71 

標 ~ 15 

陣
廊
崎



の
如
く
で
、
本
質
験
の
範

閣
で
は
、
温
度
と
病
害
感

染
と
の
聞
に
は
大
き
な
閥

瀬二
著置
で験

で
殆は
ん共
左傾
差向
7;>' 'lJr. 
表非

土壌温度並に漁度と棉苗立枯病との関係

係
は
存
し
た
い
様
で
あ
っ

た
。
叉
土
壌
渦
度
に
就
い

て
は
第
一
貫
験
で
は
一
五

d河
直
が
不
良
で
六

O
d
w
E

が
良
好
で
あ
っ
た
が
、
第

は
れ
て
居
た
い
&
言
ふ
蹴

態
で
あ
っ
た
。

上
記
の
賓
験
は
金
重
量
測

定
に
よ
る
燕
費
水
分
量
の

注
加
に
よ
っ
て
主
壌
水
分

を
調
整
し
た
が
、
更
に
自

在来 棉

スト yピル 4B

第13表

昭和18年 6周16日一泊日

昭和18年 7周13日-19日

土温鍾度 土濃壇度
第一回賀験 第二国賓駿 健苗歩合

供試|薩病救|健全|健苗歩合 供試|樫病敬|健全|健苗歩合
平 均

菌数 商敏 菌数 苗救
悼

15 39 16 23 58.9 42 5 37 88.1 73.5 

23 
30 26 13 13 50.0 26 10 16 61.9 55.9 

60 34 4 30 88.2 39 9 28 71.8 回.0

65.7 73.9 69.8 

15 .40 8 32 80.0 36 1∞.0 90.0 

回 23 10 13 56.5 22 3 19 86.8 71.3 
'z1 

回.4回 33 2 31 93.8 33 1 30 . 90.9 

76.8 92.6 84.6 

15 45 14 31 68.9 司5 1 34 97.1 回.0

30 27 10 17 62.9 22 。包 100.0 81.5 
30 

40 60 34 1 詔 97.1 4 36 90.0 93.6 

76.3 95.7 86.0 

015 39 4 35 89.3 33 6 27 81.8 85.6 

30 26 4 22 84.6 25 1 24 96.0 90.0 
回

60 32 。32 100.0 37 。37 100.0 100.0 

91.3 92.6 91.9 

15 42 10 32 76.1 22 。22 1∞.0 88.1 

30 26 3 お 88.5 24 。24 1∞.0 94.3 
38 

92.3 60 3~ 3 36 38 。甜 1∞.0 96.2' 

85.6 100.0 92.9 

第一聞賞騒

音停二回賀駿

楠
萌
の
腐
敗
病
原
吋
ロ
富
民
g
B
菌
に
関
す
る
研
究

四
四
五



栴
聞
の
鷹
取
病
原
司
園
田
嵐
広

g
g
薗
に
腐
す
る
研
究

、.. 
働
給
水
装
置
《
京
大
式
)
に
よ
る
土
壌
水
分
を
調
整
し
た
物
に
就
い
て
賓
験
し
た
.
病
菌

の
接
種
に
は
前
項
同
様
、
蒸
稲
藁
に
培
養
し
た
、
・

52.hq-S骨
第
九
披
菌
株
を
供
用

し
、
菌
綜
の
蔓
延
し
た
稲
藁
を
細
剣
し
植
木
鉢
の
土
壇
面
下
に
添
加
し
て
接
種
し
た
.
供

で
は
最
高
三

0
・
五
、
最
低
二

0
・七、

日
系
均
は
こ
こ
・
八
度
で
あ
っ
た
。

係閥のム』生蛮

第
二
回
は
最
・
糊立高棉L」度皿

機壌土

用
棉
種
子
は
閥
農
一
一
慌
で
前
項
同
様
硫
酸
底
理
を
施
し
て
催
芽
せ
し
め
た
物
で
あ
る
・
其

第
一
回
質
験
は
昭
和
一
八
年
六
月
九
日
に
開
始
し
、
六
月
一
九
日
に
結
果
の
調
去
を
行
つ

た
.
第
二
回
は
同
月
二
六
日
よ
り
七
月
九
日
の
聞
に
賓
験
し
た
・
共
聞
の
気
温
は
第
一
回

高一二

0
・
て
最
低
二
一
・
六
。
平
均
二
五
・
二
度
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
の
要
鮎
は
第
一
四
衰
の
如
く
で
少
く
と
も
本
賓
験
の
範
囲
で
は
本
壌
水
分
が

飽
水
量
の
一
一
七
dw
と
い
ふ
様
な
過
度
の
場
合
は
別
で
あ
る
が
、
五

O
l
一
O
O
M
の
所

明
』
は
感
染
僅
少
で
あ
る
・
然
る
に
四
O
d
n
蓋
或
は
夫
以
下
一と
な
る
と
感
染
が
念
に
増
加
し

た
。
此
結
果
は
前
項
の
夫
と
一
致
し
て
居
る
@
夫
故
少
く
と
も
首
立
枯
病
費
生
防
止
に
は
.

褒
芽
期
に
乾
燥
に
失
せ
し
め
た
い
事
が
肝
要
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
。

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

稲
馬
鹿
苗
病
菌
と
の
比
較
研
究

〈

8
v

fC 
隷棉
.J)萌
し腐
稲敗
馬剛
鹿ぜ
苗自
費実有 国

首回
に鏡
酷.
似
す第
る二
故型

共裏
のは
稲形
及態
玉上
萄 L

黍 Z
白血

記;!.
劃語

23 
撃さ
豪3
をと 群

昭和18.6. 9日-6.19日

昭和18.6. 26日-7. 9日

第二回賓

第14表

第一回賓駿

第二回賓懸

賞駿

四
四
六

騨

病 菌 E喜種区 様 自昏 医

土滋濃度供試|鍵苗|重病
供菌説敏 11歩建筒合 1程稽病度前散歩合 理E

117.3 25 88.2 + 15 100 ー
74.5 回 9'7.8 土 l5 100 『

46.2 59 44.8 件 15 100 ー
36.3 57 42.9 H 15 1∞ ー
34.4 57 国 .3 ++ J5 1∞ ー

回

議!録1:雪|霊E
56.7 60 91.7 

国.2 60 78.3 ++ 
40.2 60 50.0 榊

担.9 印 61.7 榊

第



術
開
の
庸
般
病
原
略
国
軍
司
F
g
B
薗
に
闘
す
る
研
究

同
四
七

比
較
し
た
.
供
試
菌
株
は
棉
萌
腐
敗
菌
で
は
第
二
九
、
一
二
、
一
六
、
及
び
二
三
挽
の
五
菌
株
、
馬
鹿
苗
病
菌
は
徒
長
現
象
を
大
事
己
く
現
は

す
第
四
八
七
及
び
第
六
三
四
挽
菌
株
で
あ
っ
た
。
賢
験
の
方
法
と
し
て
は
強
め
ペ
ト
リ
皿
に
扇
子
培
養
し
た
之
等
各
菌
株
の
菌
叢
上
に
強
め

表
面
消
毒
を
施
じ
た
稲
及
玉
笥
黍
種
子
を
蒔
付
け
て
}
了
・
三
日
間
・
量
温
に
保
ち
僅
か
に
殻
芽
せ
し
む
る
と
共
に
病
菌
を
接
種
し
た
種
子
没
、

別
に
殺
菌
準
備
し
た
砂
を
充
た
し
た
植
木
鉢
に
移
し
殻
育
せ
し
め
た
。
昭
和
一
八
年
五
月
三
日
に
播
種
、
玉
萄
黍
菌
は
五
月
八
日
に
第
一
回

の
生
育
調
査
宣
行
ひ
、
更
に
三
日
間
の
後
に
第
二
回
の
調
査
を
行
っ
た
。
稲
は
同
じ
く
五
月
三
日
に
播
種
し
第
一
四
位
五
月
一
五
日
、
第
二

回
は
五
月
二
五
日
に
調
査
し
た
。
其
結
果
は
第
一
五
表
の
如
〈
で
あ
る
・

右
表
の
結
果
に
よ
る
と
玉
萄
黍
苗
の
場
合
で
は
鳥
島
苗
病
の
二
菌
株
は
徒
長
を
起
す
事
が
著
し
く
第
一
回
調
変
で
も
槙
準
直
一

O
Oに
封

す
る
徒
長
指
数
は
夫
々
一
四
O
及
一
二
四
で
平
均
一
三
二
を
示
し
た
が
、
棉
萌
腐
敗
病
菌
も
亦
供
試
五
菌
株
共
多
少
尉
く
は
あ
っ
た
が
、
徒

長
を
一
示
す
物
の
如
く
で
其
指
散
は
一
一

0
1
一
二
三
、
平
均
一
一

A
・
二
で
あ
っ
た
。
更
に
三
日
後
の
第
二
回
調
査
の
結
果
で
は
徒
長
指
数

-

は
馬
鹿
苗
病
菌
二
菌
株
は
夫
々
一
六
四
及
一
七
三
、
平
均
二
ハ
入
・
五
で
極
め
て
著
し
か
っ
た
が
、
棉
輯
菌
で
も
4

介
、
五
菌
株
共
何
れ
も
一

一
六

i
一
=δ
、
平
均
一
二
二
・
一
で
明
か
に
徒
長
現
象
を
起
す
事
が
判
っ
た
。
稲
首
に
針
す
る
結
果
で
は
第
一
回
〈
一
一
百
後
】
調
蚕
で

一
一
五
、
平
均
一

V
九
・
コ
一
で
あ
ワ
た
が
、
棉
萌
菌
は
却
。
て
生
長
が
制
止
せ
ら
れ

は
、
馬
鹿
苗
病
菌
二
菌
株
は
徒
長
指
数
一
二
四
及
び
、

八
三

l
九
七
、
平
均
九
一
・
七
で
あ
っ
た
。
然
し
第
二
回
〈
二
二
日
後
)
の
調
査
で
は
棉
萌
病
菌
も
一

O
一
l
一
一
て
平
均
一

O
六
・
七
で

僅
か
に
徒
長
し
て
居
た
。
此
場
合
第
一
回
調
査
に
於
て
苗
の
生
長
は
抑
止
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
後
の
一

0
日
聞
に
は
可
た
り
徒
長

し
た
事
が
考
へ
ら
れ
る
。

之
を
要
す
る
に
棉
萌
腐
敗

2
2
M
g
第
一
、
第
二
型
菌
群
は
形
態
上
旬
・

5
昌
弘
司
ミ
誌
に
類
似
し
て
居
る
が
稲
或
は
玉
局
黍
苗
に
徒



萌筆果以あいなす夫 tx. 菌馬唯出起長
樹者か上つだりるに菌の鹿共来す現

のらのたけにと比株強首 力 る 事 象
敗棉も結。で弱可較の力病は 。 も を

第15表 椋萌腐敗病菌及び稲馬鹿苗病菌の稲及び

玉萄黍苗に到する徒長の比較

賓駿期日 栢苗 昭和18年同 3日鰭種、由]5日俸「・回調査、同25日第二回調査

補
聞
の
腐
敗
病
原

玉笥黍箇 同5月3日癒穂、同8日第一回、同11日第二回調査 目

鋒一回調査|第ご回調査 i5.
菌 1;供叩試開叫柱閥敏!伊車?の長高E詐|栓徒長

鵬
す
る
研
究

供試
健助

供 言え

99 

91 

92 

72 

89 

46.4 

43.8 

96.3 

96.9 

回.140.1 

46.7 96.9 

101 

99 

121.4 1叩.2棉商菌 F. 1 

" 9 

41.0 85.1 
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，
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16ノ
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21:212 
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1叩.0
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123.3 110.9 104 
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司

5
R
E
S
第
一
及
び
第
ご
型
の
菌
株
は

-Maha3.S3gqaAE3sω
岡
田

E
な
り
と
断
じ
て
訣
り
無
い
物
の
如
く
で
あ
る
。

棉
萌
腐
敗
明
E
R
E
B
第
て
第
二
型
菌
が
右
の
質
験
の
結
果
か
ら
果
し
て
稲
馬
鹿
蔵
病
菌
と
同
一
菌
反
り
m
と
す
れ
ば
其
防
除
上
注
意
す

ペ
き
事
項
で
あ
る
。

七
、
摘

要

(一〉

本
報
告
は
本
邦
及
び
北
、

‘中
支
に
於
て
棉
萌
を
侵
害
す
る
町
民
植
民
E
g
岡
崎
菌
の
種
類
、
其
形
態
、
生
理
並
に
病
理
に
関
す
る
研
究

の
結
果
で
る
る
・

本
邦
及
ぴ
北
、
中
支
に
で
棉
萌
を
侵
害
す
る
明
日
静
江
露
出
馬
菌
は
著
者
蒐
集
の
範
閣
に
於
て
も
犬
別
し
て
同
型
と
す
る
事
が
出
来

る
。
卸
ち
〈
第
ん
V

小
割
分
生
胞
子
を
鎖
般
に
連
生
す
る
の
み
で
大
型
分
生
胞
子
を
生
ぜ
ぬ
も
の
。
〈
第
一
一
)
小
型
分
生
胞
子
を
鎖
生
す
る

A
a

〈一一〉

共
に
大
型
分
生
胞
子
を
も
生
や
る
も
の
。
《
第
一
一
一
〉
小
塑
分
生
胞
子
の
形
成
は
比
較
的
少
く
、
梢
々
太
き
大
担
分
生
胞
子
の
形
成
多
く
、
厚
膜

胞
子
を
も
生
や
る
も
の
。
及
び
〈
第
四
V

小
型
分
生
胞
子
の
形
成
無
く
、
双
曲
線
般
の
特
異
た
る
形
般
の
犬
型
分
生
胞
子
を
形
成
す
る
も
の

が
る
る
。

〈一一一〉

第
一
型
及
び
第
二
型
は
』
司

3
き
S
3
3
.
h
q
e
S曲

ω司
包
に
第
三
型
は

M
S
3
.
s
e
a
-
hミ
尽
き
詰
〉
員
-
t

、-

H

・

5
・
に
第
四

型
2 は
、..， ~町

宮

=53 
冒巳 = 
困ヨ
型霊
の 3
菌誌
に F
・9 匡

き F
形 Z
態問
、邑

生司

霊E

集室
理 i
t乞 ω

もつ
きの
祉の
TZ様

詳守

聖哲
義主
義芸
全，零
九報
抽告
翠す

支売
は

理
周

に
封
ず
る
病
原
性
に
闘
し

て
は
第
一
叉
は
第
二
型
が
最
も
強
い
。
第
四
型
之
に
弐
ぎ
、
第
三
型
は
筆
者
の
賓
験
の
範
囲
で
は
最
も
弱
か
っ
た
。

棉
輔
の
腐
葉
軍
司
官
民
g
B
曹
に
鳳
ず
る
研
究

同
側
・
九
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第V3抗菌株按fIlの結巣

白色を呈するは慰染部分である。

第2凶r.tl 上 但し椀覇。
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》第 4闘 相萌悌投手ザリ ーウム菌第一割 (F"~a吋14m' . mO'niliforme 

8heldiJD第13抗菌株の小型分生胞子o

議福耳障倍強基上に形成 Cxl【削〉

m5岡棉萌憾敗フザリウム蘭第二型 (Fus.品riummoniliforme 

Sheldon第却抗菌株の犬型及び小型分生胞子。

様相諸情益基上に形成 (xl'α氾〉
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第.6.恒i棉繭肉l昨フザリウム第三型 (FUIIariu'11l; vaBinjectum 

ATK.) 第22挽卓i事~り分生胞子。 ‘. 
2事相灘地主主基上に形成くx1000) 

第 7 困棉萌髄敗ヲザリウム第凶型 Fu.Bat・4糊 sc~rf.;

L.AMB. et F AUTR.)第1274披菌株の分生胞子。

隷稲葉tiii軍基上に形成くxl!α泊〉


